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ごぎいましたょ*:む お.， 

ご使用になる前に、’^'必すこめ取扱説明書 
をよく読んで、正しく搜巧しでください。 
まちびった取扱いは恵ねめ事故やが障の 
原因となります。 

お読み吃なった後ち取扱説明書は保証書 
となに必す保管しでください。 
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特にを意していただきたいこと礎のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただぎ、あなたや他の人々への危害や財産 
への援害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は;欠のよラになっでいます。 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 _ 

A 巧な片この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が死じ重傷を負う巧能性、'または义災 i 
/ ! \ 胃 a.. の巧能性が想をぎれるの容を示しでいます;”1 

A みち この表おを無視しで、誤った取り源いをすると、人が傷塞を負ラ可能がや物的損害の発をが‘！ 
/! \ /エ局想定される内容を示しでいぎず。;;.;；.. 

... . . . .. .. . . . な， .... . . • 一 ..:-* ■.A . . . . . - -- - - - 

絵表示の例 A 么記号はミ主意'を促す巧容があることを告げるちのです。 

/:\ 図の中に具体のなを意の容(左図の場合は一般のなを意)が描かれでいまを:。；； L :,: 

/Ov 〇記号は禁止の巧為であることを告げるちのでず。 '：：■；：! 

H め中やお傍に具が的な禁止内容(左因の摄含はガソリン禁止)び描かれでいまず。；1 

gg ^ か記号は行為を指示ずる内容を告げるちのです。 ! 

固の中に具化的な指示の容(左図の場合は電源プラヴをコン t ントからおいでください） 
が链かれでいまず。 


/H 


髮画 RN1NG) 


ガソ U ン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミをは、絶巧に使巧しないでください。 
乂災の原因になります。 


^^[0AS0LWEi%y 


煙突外れ危険 

煙突び外れたまま使巧しないでください。 

外れでいると運範中に排ガスが室のにちれで、危検です。 


煙突閱そく危険 

煙突びつまったり、ふさがれたままで使巧しないでください。 
閱そくしでいると運転中に排ガスび室内にちれで、危模です。 


衣類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類力す落下しで义が'つさ、乂災の原因になります。 


スプレー宙 厳禁 

スプレー左や力たットこんろ巧ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 
しないでください。 

熱で定の氏力か'上が'り、爆発しで危険です。 
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ま意に AUTION) 




力—テン • 可燃物ぶ接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。 

义災び発をするおそれびあります。巧燃物との離隔距離についでは標準 
据え巧け例 （17 ページ)を参照しでください。 


給油時消义 

給'油は、必す消乂しでからおこなつでください。 
义災のおそれびあります。 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 
異萬燃焼のおそれびあります。 


高湿部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、煙突、枠上部に手など/ふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接離によつでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完をな修理は、危険です。 


腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけどのおそれびあります。 
機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。かびかかると漏電や故障のおそ 
れびあります。 


改造使用の禁止 

改造して使巧しないで < ださい。 

また、ストーブや煙突には床暖房巧の熱交換器などを取りがけないでください。 
义災や排ガスび室のにちれる原因となり危陵です。 
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換気扇使用禁止 

ス I ''ーブを使巧しでいる同室ので換気扇を使巧しないでください。 

立消えしで爆発燃焼するおそれか> あります。 

また、換気□■給気□は常に確保し、物などでふさびないでください。 


ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

巧の煙突設置の場含は必ず、ダブルドラフトレギュレータ(別売品 DR -1) 
を取0巧けでください。 

•集合煙突に接続する場合 

•標準寸法な上になち上びりか> 高い場含 

• 風が'強くで炎び沈むよラな揚さ 


排 
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ドラフトレギユレータ 
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么注意に Ay 巧 ON ) 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を舶えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください< 
火災や感電の原因じなります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンじントは使话しないでください。 
义災の原因になります。 

めれた手での巧ぎ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 
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長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときまたは保管するときは、必す電源プラヴをコン它ントからおいでください。 
乂災や予想しない事おの原因になります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこりおよび金属物を除去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり火災の原因になります。 


な油の保管 

巧巧は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰化を避けた場所に保管しでください。ガソリン 
などといっしよに保管しないでください。 

誤つで使用すると異常燃焼や火災のおそれか> あります。 


変質な油禁止 

変質な'莊、不純の油（巧れたなミ由、水の混じっているなミおなど）を使巧しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれびあります。 



〇 
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初めてお使いになるときの注意 

ネリめでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きがくまで煙と臭いが出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気をおこなって < ださい。 

また、小鳥やル動物などに繫響する場含び害えられますので、この間は部屋に入れないでくだ 
さい。 


〇 


蒙願し ycnotic 拭 


機器を廃棄ずるときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定ミを面器のなミをを抜きとってください。 （11 ページ「ミ由量調節器のスト 
レーナの 掃除 J 参照） 

な油を入ったまま廃棄するとリサイクルの隙に思わめ事故になるおそれびあります。 


幻■油の廃棄 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 
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国使用ずる場所 

ストーブを安をに使巧するためには、場所の選定び大巧です。 

安全に使用ずるために 

参マントルピースなどには据え巧けないでください。 


•標高び1 000 m を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 



効果的に使用ずるために 


参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむがけましよラ。 


ストーブの周のに障害物びあると、部屋の温度にむらができるばかりでなく、ふく射熱によってストーブ本巧の温度び上昇して盾 
おです。 

使苗巧巧には十分ま意しで効果的に使巧しでください。 
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回各部の名称 

SV-102BST 


■外観図(正面) 


燃族筒ふた 
燃焼商 

刃-ド 
のぞぎ窓 


f 巧！;ング 


架台 


吸姐酬画 1111111» • ででで了ででで . で！；でぶ : 玉で； C. . . てぶです . 巧方で .; t ぶ . で :1.. ぶ 



天が刀ード 


上面お 


煙巧お鏡 □ 
返輔板 
ケース 
油震調節ダイヤル 
タイマーつまみ 


水平器 


ごム戳送ミ由管 


ヒータランプ 


電源コード 
本体固定金員 
運屈スイッチ 
タイ7—ランプ 


I 外観図(碧面) 


点义ヒータ 


■構造図 

厚軍時の曾つまみ 
画量の琶スイッチ 

ミ由震調節ダイヤル 
電磁# 

ミ由畫調節器 
ミ宙星調節器ストレーナ 



-サーモスタット 



ヒータカ/ X — 

ソレノイド 

巧震白動お义装置 
かットレバー 

な震白動消'义装置 
燃焼巧を風機 


ゴム管 □ 


ミ由醒調節器 
リ忆ツトレバー 


SV-102BS 
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I 外観図(正面) 


燃烧筒 


のぞぎ窓 



天®ガード 


上面板 


煙究接続 □ 
遐熱板 
クース 
ミ由量調節グイヤル 
ヒータランプ 


水平器 
運窗スイッチ 

If ム製送猫管 


電源コード 


本体固定を員 


I 外観図(背面) 


点火ヒータ 


■構造図 

風量の督スイッチ 

油量調節ダイヤル 
電磁巧 

油量調節器 
巧量調節器ストレーナ 



-サーモスタット 



ヒータカノ X - 

巧農呂動消义装置 
じットレバー 

な質白動消义装置 
燃焼巧を風機 


ゴム管 □ 
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SV-101 巨 D 



I 外観図(正面) 


燃焼茵ふた 
燃焼筒 


のぞさ窓 



天板ガード 


上面板 


煙突接続 □ 
猩熱板 
ケ-スカバ- 

な置調節ダイヤル 
ヒータランブ 


? Jc 平器 


ゴム製送逆管 


雷原コード 
本体固定を真 
運拓スイッ于 



■外観図(幫面) 


点乂ヒ_夕_ 
フアンカ/ X - 



サー モスタット 



回使用前の準備 


燃料 

燃料は必ず巧油 （ J に1着な油）を使巧しで<ださい。 

♦ [ A 警を1 方ソリンなど揮発性の高い油は、义災の原因になりまずので絶巧に使巧しないでくださし、。 
♦ |么ミ主意| 変質な油、巧れたな油、かの混じっているな油などは、絶巧に使巧しないでください。 
•应珪劲巧測ま、必す义気、雨水、ごみ、高温および直射日光を避けた場前こ保管しでください。 



給油 _ _ 

■給'油の際のま順とミ主意 

1. 送ミ由ノ\ルブを閱じて給油□ぷ X たをはすし巿販の給;'由器具でな油を給ミをしでください。 
油量計の針び「満 J をさしたら給';由をやめでください。 

2. 給;'巧□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

•給巧の隱に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 



給な器具 


給巧□ふた 


油量計 
油タンク 
慾由バルブ 
?が ージ 
化あさパルブ 


•給油□ぶ、たは、確実に締めでください。 
•こぼれたな油はよくふきとつでください。 











■燃斜巧れのを意と空気抜さのち法 

巧タンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

ミ宙タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることがあります。 
このよラな場をには;欠の順唐で空気おさをしでください。 

1 . 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. コ’厶製送ミを管から油が連続しで流れ出ることを確かめでから3ム製送油管をちとど 
おりにストーブに取り付けます。（ミ由びこぼれないよラに容器を巧意してください。） 



SV-102BST-102BS 


SV-101BD 


■まを装置のたット、取扱上のを意 

1.巧震自動消义装置のじット 

巧震自動消义装置じットレバーをちどらないところま 
で押し下げでください。 

(1 Z ツトしなければ使巧でぎません。） 


参巧霞白動消火装宙じットい卜のじ如ドは、静かにがし下げでください。 

♦スト* K ブは傾斜しでいる場所や、グラグラずる場所では使用心ない巧ください。（消义装置び誤作動する原因に蘇ります。) 
♦みだ h は、 刘涅自動お义装置による消义（スト^ブに強い衝崔をあたえで消火ずること）を絶測こしないでください。 
♦俏勤後はちとどおりにたツトしでくだきい。… 




SV-102BST-10283 


SV-101BD 


2.ミ宙量調節器のじット 

•ミ曲量調節器リたットレバーをとまるまで押しですぐ 
まをはなしでください。 （ SV -1 02巨 ST 1 02 BS ) 

•巧量調節器リ忆ットレバーを「カチン」と音がする 
まで下に巧します。 （ SV -1 01 BD ) 


♦スト^プめ巧量調節ダイヤルは必す r 滅乂 JJ こしでおいでぐださい。 

♦泌重調節器リたットレバーは、静かに巧しでぐださい。また、巧タンクの送なバルブを閱いたがおでリじットレパーを長く拥 
レでいますと、巧量調節器より碰びあふれ出ることがありますのでま意してください。 




■送ミ由経路の油ちれ確認 

ミをタンクや送油管の接含部などからミめちれか’ないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 


参 I 么を意 I 電源プラグを〕ンじントに巧の根元まで確実に差し込んでください。 
鲁電源コードび煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


色を意電源ブラグ-コードの発熱•幾が f 防ぐために…..;。 

•覃源は、必す適正配線された窜巧10 0 V の〕ンじントを使巧しでくだまい。^ 

•電源 Dr ドは、:逸ホで接続したり延長コードの使甩、地の電気器具との夕3足配線をしないでくださな。 


SV-102BST 


■停電時の替つまみのたット 

停電時切替つまみを「逼常」に合わせます。 

；；^•萬に::になっていることを齒認しで《ださ;レ、.........，, 

!参愼勒にの替えで使用ずるときは ncK - ジ）の r 停電時、燃携を綜けたし化き J 
1 をよぐ読んで.ぐださい。.' I . 


停漂晓の替 


















国使用方法(使い方) 

運起開始（点乂） 


I 点义順唐 

1.油タンクの送油バルブを開いでください。 


2•油量調節ダイヤルを目盛「ル」にさねせます。 


3•電源スイッチ「入 J を巧しでください。 

ヒータランプが点なしで点义ヒータが/赤熱し、しばら 
くすると着义します。 


乂力調節 


ヒータランプ消な（点义後10分位）後、ミ由量調節ダイヤル 
を目盛「微か」〜 r 大」の間で、ご希望の义力に合わせで 
ください。 





SV-102BST 



SV-102BST 


■おのが態 

ストーブの据え巧けやドラフトの関係で、剣ま多み変化します。 



SV-102BS-101BD 



SV-102BS-101BD 



運範停止（消乂) 


■消乂順唐 


SV-102BST-102BS 


1. ミお量調節ダイヤルを目盛 
「消火」に合わせます。 

2. 乂び消えたことを確かめ、 
ポットバーナが傅却しで 
から運転スイッチけり」 
を押しでください。 



3.油タンクの送ミをバルブを 
閉じでください。 
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1.ミ由量調節器リたットレバー 
を"カチン"と音が'する 
まで巧し上げでくださし、。 

2•ミ由量調節ダイヤルを目盛 
「消乂 J に台ねせます。 



3. 火び消えたことを確かめ、 
ポツトパーナが;ち却しで 
から運輯スイッチけり」 
を巧しでください。 

4. ミ由タンクの送ミをパルブを 
閱じでください。 



参ミま意 I 2曰な上まをあけるなど、疫時茵使巧しない 巧 さはをのため S 涵ブラグをコンたン ト からないておいでください。 
参消义をは必す電源スイツチをのつでください。 

r 入 J のままにしでおきまずとしばらくしでヒータランプが点巧し、点义ヒータが巧熱したままとなります。 

参が出のときは、必す消义しでください。 
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消乂後、再点乂ずると きのミ主意 

■ミ由量調節ダイヤルで消义した直後の再点乂 

垂消义直後の再点义は、15分位待って、ポットパーナびち却し、ヒータランプび点灯したら逆量調節ダイヤルを目盛 r/j、j 
にさねせでください。 

消义後すぐな;'をを流しますと、ポットパーナのを熱で暖められたなミをに一度に乂がついでおび高く上昇することが 
あり危挨です。 

■なミ由が'拘れで自然に消义し、再点乂するとき 

1. ミを量調節ダイヤルを「消乂 J にし、電源スイッチをのっでください。 

2. 給ミをしで、ストーブがち却していることを確かめでから、 

3. ミ由量調節ダイヤルを目盛「ル j じ含わせ、電源スイッチを入れてください。 

このとき必すヒータランプカぐ点なしでいることを確かめでください。 

ヒータランプカス点なしでいない場合は、ミをたまりとなりますので、油量調節ダイヤルを一旦「消义 J (こし、ヒータ 
ランプび点の•したら、油量調節ダイヤルを目盛「ル_!に合わせでください。 


タイマーの使用方法 

■タイ7—じツト方ま 
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"かみぶザ ■ザ 


お目覚めの1時間前位に点乂するよラにタイマーを t ットしでおきますと、お目覚めになったときお部屋び暖かくなっ 
でいます。 


1 .タイマーつまみを回しで、点义したい希望の時間数に合わせでください。 



2•油量調節ダイヤルを目盛「ル j に合わせ、電源スイッチを入れでください。 

•タイマーを t ットしますとタイマーランプか*点灯しで、 t ット完3をお知 
らせします。 

♦含ねせた時間数び経過しますと、タイマーランプが消！なし、ヒータランブ 
か'点なしで、自動のに点乂、燃焼を開始します。 



•ちの図は、現在の時刻を夜の10時としで、翌朝の6時 （8 時間を）に自 
動運輯するよラにじットした状態です。 




! •燃巧单のタイマーたットは避けでください^‘燃療中にタイマーたットをしまずと、掛1機び厚让し、のぞき窓びホすがることが S 
!あります。タイマーたットは一昼巧 量 調節ダイ•村し:で消火し、ポット/トナび冷がレたことを確かめでがらおこなってください。; 
参タイマー点义ずるとき、ストーブ側面の淳逗時切寶つまみが f 惇電 J になっでいまずと、タイクーをわットしでを消火せすに燃： 
焼を続けますので、必す信電時祝替つまみが r 適創になっていることを確認してからじットしでください。 

;參タイマーのつまみを垂直のが態から、ち方向2時間な巧にたットする場ちは、必す一昼2時間な上に回しでから戻しなびら它ッ！ 

\ • r » ..ノ 又... ; . . ...，こ-..，，....； 卜…. .. .. . ……阳 を....；；... 

卜してくたさい。， ，、"'•' . '. 、， 

1 じットのときタイマーランプび点なしないときは、たットされでいませんのでちラー度同じよラにじットしてください。； ! 

:参タイマー設定巧は、タイマーつまみの t ット具ちおよび電ほ変動などでをかの時間誤善び出ることびあります。 ； 

参タイマー点火.ずると.きは.、.かタンクのお巧バルブは開いたままにレで《ださい。..'' ' :：： V .-: ^ 

参おでかけのときのタイマー点火は避けでぐださし、 /^^^^^^^^ : ; ;, .； ! 









停電時、燃焼を続けたいとを 
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停電時、燃焼を続けたいときは、停電したらすぐに停電時切替つまみを「停電」に 
切!替えでください。 

このとき、必す义種のあることを確認しでください。 



参义種のないときにはおがにの替えないでください。誤って切替えたときには、ポットパーナに油がたまっでいますから、巧の 
頂目「ポットノ X — ナになをためてしまったとき J を読んで、たまったミ由を取り除いてくださし、。 

参厚電時の燃剧ま自然通気燃焼ですから、煙突の高さび標準ブまに0ぺージ参照）な下の場合はうまく燃焼しません。したびっ 
で厚電時の使馬はできません。 

参巧び通巧したら必す「通常」に戻しでください。 r 通常 J に戻しませんとタイマーたツトしでを消义せすに燃焼を続けます。 


ポットパ'—ナに油をためてしまったとき 


•消乂しでいるときにミを量調節ダイヤルをうっかり開きっぱなしにすると、ポットパーナじな';由がたまります。このま 
ま点乂すると異常燃焼したり、点乂不良となります。 

ボ□巧などでボットバーナ内の灯油をふきとっでから点乂しでください。 （12 ぺージ「ポットバーナの掃胤参照） 
参ボットバーナに'庙びたまったことに気づかないで点乂したときは、ポットにたまったな油が燃えつきるまでおが大き 
くなっで燃烧します。 

このよラなときはすぐ巧量調節ダイヤルを「消乂 J に含わせ、たまったな;'曲び燃えきっで正常义力にもどるまでその 
ままお待ち < ださい。 

正常火力になったらミを量調節ダイヤルを需望の目盛にさわせでください。 


国安を装置 

巧震自動消乂装置 


垂地震（震度約5が上）や強い振動、衝撃を受けた場合、自動のに消火します。 

•地震によって作動した場合、周囲の可燃物、ス I ブの損傷、ミ由ちれ、煙突の外れなど異常がないことを確認しでか 
ら再点义しで < ださい。 

♦再点乂はミを量調節ダイヤルを「消义 J に合わせでから巧震自動消乂装置 t ットレバーをじットし、ポットパーナびを 
却しでヒータランプか’窓灯したら、ミを量調節ダイヤルを「ル J に合わせで使頂しでください。 


停電安全装置 
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參停電や電源プラグか’旅けたときは停電安を装置の働き 
で自動的に消乂します。 

•再び通電したときは、燃焼室び一旦冷却しで、ヒータ 
ランプび点なしでから点乂しでください。 
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参停電や電源プラブび抜けたときは自動的にまを油量に 
のり替わり、自然通気で燃焼します。 

’ 煙突の高さび標準サまな下に0ぺージ参照）の場含はラまく 
燃えませんので消义しでください。 


参通電後は白動のにミ由量調節ダイヤルの义力で強制通気 
燃焼にちどります。 


na 












圍日常の点巧•手入れ 

点検、手入れのと をの注意 __ 

点検-寺入れは消火後、ポットパーナび冷却しでから、必す電源プラグを〕ンたントからおいでおこなつでくださし、。 
引么を哥電郷品の分おを巧販品との交換は摧刻にレな巧くだざい6:^7;,; :苗ミ.;,:.•式':吉心:::：:; 


心^!- JE 2!^ れ巧ぶ毫 S 接1 mj き:: 

■周囲の巧燃物（使巧ごと） 

♦ 1么ま意1 ストーブの罔囲は、常に整理•掃陈し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり-巧れ（使用ごと） 

参ほこりやミちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつも清潔にしでご使巧ください。 


■迎ちれ-ミをのたまり-油のにじみ（使巧ごと) 


•置台-ミをタンクに泌ちれ-油のたまりやミをのにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給油の際にこぼれたな油は、よくふきとつでください。 


♦逆おれのある場合は、お買いずめの販売店に修理を依頼してください。 




■ゴ厶製送ミ由管の点検-交換の目安（シーズンの初め） 

• I ごを意1 ゴム製送油管は、屋外で使雨しないでください。屋列での使用は禁止されでいます。 

•屋内でコ7^製送油管を使用しでいるとさは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確認し、欠点のあるとさ 
は交換しでください。交換の呂安は、3年に一度です。 


■油タンク（シーズンのネリめ、適時） 

♦迪タンク巧は、水やごみかで:まりやすいちのです。給ミをのとき、点検しでください。 

油タンク巧の水抜ぎおよび清掃は、ミ由タンクが属の取扱説明書にしたか’つでおこなつでください。 


■煙突の接続部のゆるみおよびトップの固囲（シーズンの初め、適時） 

参煙突の接続部、煙突トップのはすれがないかを点検しでください。煙突が腐食しで、巧びあいでいるちのは危膜で 
すので新しい物と交換しでください。 

参煙突のおくには、燃えやすい物を置かないでください。 

参煙突のは結露でちじた水滴び凍つでつまると危険です。点义時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出た 
ら消义しで、煙突内部を点検しでください。 


■'ぶ量調節器のストレーナの掃瞭（適時） 

参ミあ量調節器には、か分やごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまると、の油の流れを妨げで、 
十分な义力び出なくなります。シーズンの終わりには、なのよラに掃陈しでください。 


1 . 油タンクの送ミ由バルブを閱じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの層紙を差し这んで、油ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではずしでくださ 
し、。ミを量調節器内の巧れたなミをやごみが全部流れおます。 

3. ストレーナを取り出しで、きれいななミ由の中ですすぎ洗いをしでくださ 
し、。（水で洗わないで<ださい。） 

1:類 る盤き m : ::。::こ: 

.♦ストレーナゴ厶パツキンを忘れないよラにしでください。 一，‘：' 

参ストレーナををに入れないでください。 … ‘ 

♦ストレーナの止めねじを固く締め巧けでください。 ；； i; i 

•巧ちれびないか確かめでくださし、。 ' ■! 


















■燃焼巧送風機の掃輸（年 1 回な上） 

•燃烧用送風機フアンにごみやほこりびたまると、送風力び弱ぐなり燃焼び悪くなったり、音び大きくなっでくるこ 
とがあります。このよラなときには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り陈いでください。 

1•ケースまたはフアンカバー （ SV -101 艮 D のみ）をはずしで、ブラシなどで 
静かにほこりを取り餘いでください。 

2•掃陈お3後は、ケースは必すちとどおりじ取り巧けでください。 


燃焼巧送風機ファンに力を如えまずと、曲がりや傾きか’をじで、回転のとぎに音び出ますので力を加えないよラにしでください。 

■点乂ヒータの点検（シーズンの初め） 

点乂ヒータや点乂しんにすすび付着しますと、ホ熱がお下したり、ミ由の吸上げが悪くなったりしで点乂しにくくなり、 
着义不良の原因になります。ときどき、点火時燃烧筒ふたをはすしで燃焼筒のかをのぞき、点义ヒータが正常にホ熱 
しで点义するか確認しでください。 

争点乂ヒータの脱着は入急に巧ラ必要か’ありますので（燃焼用空気の気密性保持のため)、必すお買いホめの販売店に 
依頼しで < ださい。 

■ポットバーナの掃陈（適時） 

参ポットパーナにすすがついで、おのおび不揃いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着 
义びおそくなったと劃ま、巧のようにしでずずを取り除いでください。 

1 .天板ガードをはずし、燃焼筒ふたをはすしでください。 


2.燃焼リンヴを取り出しでください。 


3.点义ヒータ、点义しんをいためないよラに、ポットバーナ内部のすすを 
ドライバーなどでかき落としでから、布などでふきとつでください。 


4.掃除が終わりましたら、ちとどおり正しく組み立ででください。 


|参組立でのとき燃焼リングは上下逆に入れないよラを意してください。[ラえ J の刻印を確かめでください。 

! •ポットパーナ、燃焼リングを損なしたまま使苗しますと、燃焼び悪くなります。ドライバーなどでつついてみて巧びあいたり、 
巧けた場合は新しいちのと交換してください。 


■のぞ夏窓の掃惊（適時） 

参煙突の設置不良のとさや油量を絞りすぎたとき、あるいは、巧たまりをおこしたりしますとのぞき窓びすすけるこ 
とが'あります。のぞき窓びすすけでおび見えにくくなつたときは、燃焼筒ふたをはずしで、のぞき窓をふいでくだ 
さい。 

のぞきおには、水をかけたり、衝撃をちえたり骚巧しないよラを意しでください。 




■地震などの災害び'発をしたとさの点検についで 

地震などのが害が発ちし、ストーブに振動や衝撃が如わったときは、運輯前に必す巧の点検をおこなっでください。 
•煙突まわりのはすれ、もれの確認 
• なお配管からのちれの確認 

•点検で異常か’見つかった場をは、お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 







長期間ご使巧になりますと、ストーフの点検か>必要です。 

•2 年に1回程度、シーズン終3後などにお買い求めの販売庭または、修理資格畜 am 曰本扫ミ由燃焼機器保守協含 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講留舍修3者 （5 油機器技術管理±)など〕のいる店などに点検依頼され 
ることをおすすめします。 


圓巧障 • 異常の見分け方と処置方法 

使規中に異常が'ありましたら、巧表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のねからないとさや、処置のむずかしいときは、お買いぶめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にご連絡ください。 
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販売店に修理を依頼ずる::、- 

…1;:; ' ' 

な乂ヒ.片夕と点次しんと0位置関瓶が患な 


• 






販売店に修理を板頼ずる:''.;:.%: y ■■■:. 

夕 r 漂白動消乂装置び巧動じた . :: 
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たットレパ^ぶ巧町な置にじットする 

' . :::::ムみお。？' か 

ぶ油バルブび間まつで.いる ， ：‘；こ’ 

.，.い*.,,。 
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. . . X 中. is . が■..ぶみ：を. … 

ユム製な巧置に空気だまりがある :: :. 
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IT ム敦ち进管を振るパ山おになつでいるところは平に直す ，.: 

zr ム製送油營締が八ンドがゆるんでいる ■ 


■ 

■ 
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摘め直ず， 

巧垣調學器の水、ごみ夕目ブきり 


口 
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送油/レブを骑ゆでストレ4をは;すしで橘時ずる/組タシヴのがを被く 

み屋調節おの故障’ 


D 

D 

D 

D 



販売をに修巧を扳頼する 

ストーブが傾稱しでしな’； 




• 




ストーブを氷ずに調節する 

煙巧の横弓隐び長週ぎるダ煙巧び短い/煙巧が細い 


■ 

■ 

口 




语お設置昼をの通り直立部みを煌ず/が〇 6 圃の煙巧を使巧すを 

煙突のドラフトが強過ぎを - : 


■ 

D 

■ 




煙突.の島.さを調ぺ夸/1;^ラフトレギユレータをがける；,....’ 

煙突工事不適当のため'-逆風現象がある 
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• 

'經突の取り巧けを適正にず 香，...;,：.;';..、；：...,.’.;.：.,, ..... . :::： 

煙突のつま0 
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蝶巧を搞餘ずる-:-…--- 卜 .ぃ.-.-- . .こ 

燃焼リンブの取り舰が悪し、 

.=■ ■ 
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里'レ’く职り邸サ S ：■：：：：■：：■■ '： - '■ : t ■: . - 

脯巧苗送風機にほこりがたまつで圃ぴ弱ぐなつでし、る 
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燃巧巧を興燃3で;ンのほこりをブラクなどで掃陈する 

サー モスタットの故障' ザ。: 


参 






城売拓に修谭を巧頼ずる-...--.!.--。 ご..;.:.--- = 

里源スイジすのか障'、’’^^ 

• 

• 






破売店に修摧をが頼ずる 

点义トランスの故障 


• 






販売巧に修理を巧願する 

ポット バーナ 巧にすすび たまつ ている 


• 

• 

• 




ポットパーナ内のすすをとる . 

タイマ-、リマミび正拉围にない （ SV -1 P 2 BST ) 


参 






タイマ— つまみを垂直し じッ トする‘ 

ソレノイドの！波障 ( SV -102 BST ) 


• 






販売缸こ暢巧を巧撮ずる 



画部品交換のしかた 


部品交換のときのを意 

[ A ミ主意1 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整力み必雲の場合には、お買い巧めの販売店または、修理資 
宿者〔(財)曰本5巧燃焼機器保守協舍でおこなラ按術管理講習舍修了着 ( S 油機器技術管理±)など）のいる販売店にご相 
談くださし、。 

部品交換はとご指定ください。 


都記ご又苗の際には、コ□ナ製品取扱販売巧で必ずコロナ補正绩扁とさ指を《ださい。. 、‘•、、‘•、>…… . 

抑圧部おなかめ部品をご使巧になりま fg , 姪葬がホかに発揮ちれ巧ぃげか巧がぶ h — ブを損傷したり璋わ曲事がみ晴国庭蘇りまず， 
































































团保管（長期間使用しない場合） 

設置したままで保管する揚合や、しまわれるとさは、曰蕾の点検•手入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1.電源プラグをコンたントから巧いでください。 

参 [ A ま意 I 設置したままで保管ずる場合ち必す、軍源プラグは巧いてください。 

2 .油タンクの巧;'曲まずっかり出しでください。 

•中に水分やごみを残したままにしでおきますと、ミをタンクび腐食する原因になります。 

3 .油量調節器の中の巧油を抜いでください。 

4.塗装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしてください。 

5 .燃焼筒のサビなどびあるところをペーノトで磨き「補修用の靈料 J (別売）で塗装しでください。 

6 .内部のごみやほこりを取り除いてください。 

参傾けたり、横倒しのげおではお巧にな管しないでください。 

参取扱説明室は大巧に保管しでください。 


国仕様 


型な の 呼び 

SV -102 BST 

SV -1 02臣 S 

SV -101 BD 

種 類 

ポットな-屋两巧-強制通気お-白が巧流お 

点 义ち式 

電気点乂な 

使 巧 燃料 

の■巧 ( JIS 1 号な油） 

燃料消費醒 

最 大 

0.850 L/h 

1.039 L/h 

最 ル 

0.18 L/h 

発熱 屋 

最 大 

31,480 kJ/h 

38,480 kJ/h 

最 ル 

6,670 kJ/h 

熱効率 

最 大 

67.0% 

最 ル 

58.7% 

55.9% 

暖房出力 

最 大 

5.86 kW 

7.16 kW 

最 ル 

1.08 kW 


標準適室 

温暧地 

木 造 25.0 が (15 置)まで 

コンクリ—卜 34.5 nf に1置)まで 

木 造 29.5 nff (18 畳)まで 

コンクリート41.己 mr (25 置)まで 

碁を巧 

木 造 25.0 nf (15 畳)まで 

コンクリ-卜 39. 5 rrf (24 置)まで 

木 造 31.5 rrf (19 置)まで 

コンクリ-卜 49.5 が (30 置)まで 

巧おすを（置台を含む） 

高さ510麵幅538剛奥巧383麵 

高さ 575 m 幅5：38誦奧巧383刪！ 

が 皂 

貿 里 

16.0 均 

17. 2均 

電源逗圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定宿消費電力 

点义時 80/76 W 燃焼時 25/23 W 

点义時 80/79 W 燃焼時19/1 8 W 

点义時 85/84 W 燃焼時 20/19.5 W 

煙突の呼び径 

106画 （3 寸己分） 

煙突の壁質通部の 5 L 运 

1 lOmn 

排気 温度 

550‘ C な下 

600でな下 

安全 裝置 

巧震 S 動消'火装置-厚電まを装置 

巧属品 

置台1個、 If ム製送油營1本、 If ム製送組管締付パンド2個、天板ガード1個、本体固定を真2個（ねじ2個） 


標準適室は、な団ま人•曰本力‘ス召油機器工業をの質定畳華によります。 


IEI 













































アフターサービス 


保証について 


にの:コロナ梗由ストーブには保証書がついでいます。 — 

な証雲は、必す「お質し化げ曰•販売店ち」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお到寸取り'ください。内容 


i をよくお読みのあと、大な)に保管しでください。 . ’ ： 

h •療誰謝蘭はお買い上ば日から1每間でず。,.:’ ’ 一；.、， : , J 

!参なのよ:うな原因による放隠およな雜翻こつきましで肤保証の巧象になりませんのでを意しでく:だぞい。儲，しく,, . ; 
i はお証晝をお読みくださし、。) ’ 

i •黨質な油や不純なミをなど、またなミをな外の燃料使巧による故障や事飲^^ .; ; < 1 

i ,, 一,繫つた便巧方まによる故障や事热 . ： i ! 


修理を依頼されるときについて 



(• 做模，異常の房おはちど赃置巧菱パ巧ぺージ)にしたがっでお調べくだきい。直らないときは、ご使思をか化 
! し、必ず電源プラブを據いでか B お買いとけの販売店にご連銘ください。 ；：；;::: 

! •ご違絡いただきたい肉容はなの通りです。 

! ①品名 ③型丑;の蜡び ⑤お買い上げ曰 ④故障のが巧（できるだけ具体のに） 

1参修理に際しましでは、保部書をご提示ください。お i 正書の規定にしたがって販売店が修理させでいただきます。 

!参保証期間び週ぎでいるときは、修理すれば使用できる場合には、ご希祟により有料で修理させでいただきまず。 

!。♦ご不明な点や修理に関ずるご相談は、お買い上！力^版売店または、この取あ説明書の襄表紙に記讓されでいる「お 
[. ： " 客様ご相談窓□」にお問いちわせください。 

L •修理料をは、孩術料、部晶が、出張料などで構成ざれでいまず。…… ："：：■： 


■捕修苗性能部品についで 



i 参当なは、この製品の補修巧な能部品を製造巧ち切0後、7年保有しでいま " T 。 

； 参補修用牲能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 



i ■故障.修理の際の連絡先 

! •お買い上げの販売店または、この取扱説明 g の裏表紙に記載されでいる「お客様ごネ目談窓 QJ にお間いさわせくださし、。 



■PW1 vB H 

脚おス巧げ 

据え付け工事は販売店に依頼ずる 

据え付けや移動工事は販売店または据え巧け業者に依頼し、お客様ご自身ではおこなわないでください。 

据を付け場所の選定およ び標準据え付け例 _ 

据え付けじついでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術畐華など法韦の薑華か>あります。取扱説明書（工事編）の r 特 
じを意しでいただぎたいこと（まをのために必すお守りください) j をお読みになり、販売店または据え付け業きとよく 
ご相談しでください。また、「標準据え付け例 J じついでは17ページ、「煙突の取り巧け」についでは20〜21ページを 
参照しでください。 

据え付け後の確認 

据え付けか’終わりましたら、ちラー度、取扱説明書（工事編）の r 特にミ主意しでいただぎたいこと（安全のために必ず 
お守りください)」をお読みじなり、取扱説明書（工事編）（こ記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認 
しでください。 

試運輕 


試運転は販売店または据え巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

試逞輯（運乾準備^運黯一>消义）の寺順についでは、取扱説明書（工事編）の21〜22ページを参照してください。 
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特にま意していただをたいことほ全のためにおずお守りください) 


この取扱説明書 r 工事編」には、まをに正しく据え巧けでいただくため(こ、いろいろな絵表示か’記載されでいます。 
その表示と意味は巧のよラになつでいまず。内容をよく理解しでから本でをお読みになり、据え巧け工事をおこな 
つでください。 


么警告 

/!\江思 


この表示を無視しで、が業を誤った場台に作業香か’、またはその作業後の不具合によって使 
巧きび、死 C 、 重傷を負ラ可能性、または火災の巧能性び想定される内容を示しでいます。 


この表示を無視しで、作業を誤った場さに作業者か‘、またはその作業後の不具合によっで使 
巧者か’、傷害を負ラ巧能性や物の損害の発をか’想定されるの容を示しでいます。 


給表示の例 


A 

0 

〇 


A 記号はを意を促すの容があることを告げるちのです。 

因の中に具体的なミ主意内容(在図の場台は一般のなを意)か t 描かれでいます。 

〇記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止の容か t 描かれでいます。 

©記号は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容が描かれでいます。 


A 警告 


♦据え付けや移動は、販売店または据え付け工事業者がおこなつてくださし、。 

お客様ご自身で据え付けをされ不備びあると感電や乂災の原因になります。 


•据え付けは义災予防条例、電気設備に関ずる技術基準、■気工事は 
指定の工事店に依頼するなど法令の基準を守っておこなつてください。 


•屋内排気禁止 

匡巧に排気すると、排ガスび室内に巧満しで危険です。 
必ず屋外に排気しでください。 


•煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中に排ガスが室内にちれで危険です。 


〇 




A 注意 


•次の場所には据え付けない 乂災や予想しない事故の原因になりまず 

•水平でない場所、不を定な場所 
• 不ま定なちのをのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気のおこなえない場所 

• 巧おに燃えやすいちのがある場所 

•階段、避難□などの巧巧で避難の支障となる場所 

• 防火対策をしでいないマントルピース 

•温室、飼育室など人のいない場所 


0 











ノ、 * 〜 


思 


>可燃物との距離を離ず 


• ス I フ'および煙突から周囲の可燃物までの離隔距離は乂が予 
防条例で規定されでいます。図のよラにしでください。 

• ストーブは付属の置台の上に据え付けでください。 


〈漂準据え付け例 〉 t 


巧燃物 


1如饥た(上 


周国100011 
な上 




♦家屋貫通部のを意 

• 煙突び可燃性の壁などを員通する部分は必すめびね扫を使巧し 
でください。 

• ル屋裏、天井裏などにある部分はを属が^の不燃材料で防乂上 
有効な被覆をおこなつでください。 

♦巧燃性の壁-天丹-ル匡裏-天片裏などを賃通する部分および、 
その巧おでは煙突の接続はしないでください。 



1 OcmUl 上 


〇 


貢適する壁より， 

層いしと。 f 地区により異なることびある^ 

k ので义巧予防を例を参照ずる 。 J 


♦煙突の固定 

• 煙突は、風や振動などで倒れないよラ支えを具や支え線などで固定しでください。 

•煙突は、 1.5 〜 2 m おぎに固定を具で固定し、自重をまえる部分はまえまたは、吊り金具で堅固にま持し 
で < ださい。 


〇 


• ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

巧の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を巧り巧けでください。 

•集さ煙突に接続する場合 
• 標準寸法な上に立ち上が^りび高い場含 
♦ 風が強くで炎び洗むよラな場含 


〇 


ドラフト レギュレータ 




♦油タンクとの距離を離ず 

♦ミをタンクは、ストーブとの間に防义上有効な壁などか>無い場をは、 
2 m が上離しでください。 

♦匡巧の巧置なの油タンクは、置やじゆラたんの上は避け、不燃 
材の床上におえ巧けでください。 


2 m が上 






♦ゴム製送油管の屋外使用禁止 

□ r ム製送'油管は屋外で使用しないでください< 
ひび割れを生じでミをちれの原因になります。 


G 


参煙突の点検 

据え巧けか t 終わったら、ちラー度点検しでください。 

なのよラな取り付けは、危険であったり、不完を燃焼をおこずおそれびありまずので、必す修正しでくだ 
さい。 




•下り巧配、下向き巧びり禁止 • トップと開□部は1 m な上のこと 









国開こん 

捆包箱には、巧の巧属品か t 入つでいますので確認しでください。 


部溫名 

個数 

巧 遗 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

ゴム製送油管 

1 

油タンクとストーブとの接続 

ゴム製送ミ由管締付バンド 

2 

Zf ム製送ミを管接続部の締付け 

天板 乃 ー ド 

1 

上面板の上に取り巧ける 

本体固定金具（ねじ2個） 

2 

ストーブと置台の固定 


画据え付け 

据がけ場所の選定_____ 

据え付けについでは、义が予防条例、電気設備に関する按術畐華など法ちの薑華があります。16〜17ページの「特に 
ミ主意しでいただきたいこと（ををのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店または据えはけ業者とよくご 
す目談しでください。また、「標準据え付け例」についでは17ページ、「煙突の巧り巧け」じついでは20〜21ページを 
参照しで < ださい。 


据え付け方法 


■置台の巧り巧けとか平調節 

ストーブの下には必ず置台を使巧し、ストーブを水平に据え巧けでください。 


1.ス I -ーブを側面のねじ取が巧と置台の引掛け部に箇抓 
か> 一致するよラに置いでください。 


2.水平器を見なびら4個の調節脚を調節しでストーブを 
水平に据え巧けでください。 




3.本が固定を具をストーフ''の側面から、置台の引掛け部 
に差し込み、付属のねじでス I -ーブに固定しでください。 
固をは、両側面2箇所です。 


SV-102BST-102BS SV-101BD 



参ス I ブは必す水平に据え巧けでください。燃焼の不具をををずるばかりでなく、巧漂宜動消义装置び正しく作動しないおそれ 
びあ 0 ます。 


■油タシクの組み立てと据え付け（別売品） 

参組みなではミ由タンク付属の取扱説明書にしたびつでおこなつでください。 

•ミ由タンク;'由面は、ストーブ本体設置床面より高さを 30 cm から 2 mj ^ 巧で設置しでください。 
♦油タンクの設置、取り扱いについでは、各地区の乂お予荫条例にしたか‘つでください。 
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■ゴ厶製送油管の取がけ方 

参 IA ミ主意 I ゴム製送油管は屋外で使巧しないでください。 

•ス I ブにイ寸属しでいるが夕 I の zr ム製送油管は使用しないでください。 

ゴ i ^勢を缚寶ま、: vJIS - S 3022 ;‘[ぉ巧燃兢機器库ゴ么製送沾管1に合搭レたをの;; 
な州ま巧巧し夕いでください。 . 


♦3 ム製送ミを管にコ r ム製送ミ由管締付バンドをはめでから、ミ由タンクとストー 
フの zf ム管 □に十分巧し这み、 ゴム製送ミ由管締付バンドで強く締め付け 
で.ください。 




•ゴム製送油管の途中が山おになったり、ちつれたりしでいますと、空気 
びたまつでなミをび流れないことがあります。平になるよラに直しでくだ 
さい。 



■を属配管（銅製送ミを管）施工の場さのを意 

参定巧面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工重終3後、ストーブと接続する前には必す配管内にな油を流しでの粉’ 
ごみなどを取0除いでください。 


■電気配線 

参電源プラグは、必す適正配線された単相 100 V の〕ンじントに差し込んでください。 

参運輯時の電源が 90 V が下および、 110 V を超える場合は、 S 夕障の原因になることがあります。 
この場合は、電力含巧の指定工事店に依頼しで、対策しでください。 


■天板ガードの取り巧け 

参図のよラに天板ガードをストーブ上部の巧2力巧に差し込んでください。 






园煙突の取り付け 


煙突の径 



♦集合煙突に差し込む先端は図のよラにしでください。 >2つ]^上のストーブを使巧するときは、横到部分の長 

いちを上にしでください。 



繁合煙突の径の％ 

参集含煙突を利用する場含は、設置ちまなどについで必す専門業香にごホ目談しでください。 


Bil 












煙突の取り付け図 




• 煙突の先端力\ら水平距離1 m 内に建物の軒か’ある場合は、 
その軒から60011な上高くすること。 

•煙突の先端から1 m が内に建物の閱□部（窓など）びな 
いこと。 

:♦※かす法は、煙突び本化から, 1 •をのを趣え各房台は 1 5 cm む上4 ； 

[•儀熟ま、画定を具で1.5〜 2 m 間隔に固をすること。 

! •設雷め場ちは当該がおおぶ災矛巧条例にしたびってください。/ r ;] 
1参風の強い化域では、化す、ドラフトレギュレータを巧りはけて^ 

, V . ... . .. ミ ::..> 

• くたさい。 ， ■■■ ■ ! 

r 参結盛水び出る場さには、お受けァダブターを巧り巧け排出した! 
:" 結醒水は、‘容器に受けでぐださい。 ‘ ： '; 

'結涩ろ防のため、煙突のお引さ長さはでさるかぎり短く、 2 m '| 1 
、なのにしでぐださい。 I i 


結露水の処理 


♦煙突の横引き部に結露水が出る場合は、別売の露受けアダプター （ USB -1) また、集さ煙突の凍結予防には集さ煙突 
凍結防止ヒータ ( USB -3) をご使巧ください。販売店にごホ目談ください。 


国試運輯 

試運転は使用着とごいっしょに必すおこなってください。 

運乾準備 

参 IA 注意 I 電源プラグをコン它ントに巧の根元まで確実に差し这んでください。 
•ミ由タンクに給油し、送;'お経路の空気おさをしでください。 

参送;'あ経路やストーブよりミ由ちれびないか確認しでください。 

参まを装置を t ットしてください。 

'巧震自動消义装置のわット ' 

、溢量調節器リじットレパーのわット， 

♦'逆量調節ダイヤルは「消义 J に合わせでおいでください。 
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運乾 
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1 . ミ由タンクの送ミをバルブを開いでください。 

2. 油量調節ダイヤルを目盛「ル_1 [こさわせます。 


SV -102 BST SV -102 BS -101 BD 



3.電源スイッチ[入」を押しで<ださい。 

ヒータランプか’点巧しで点乂ヒータびホ熱し、しばらく 
すると着义します。 




4.ヒータランプ消な後、油量調節ダイヤルを目盛「微か J 
〜「大」の間で調節し、义力力*変化することを確かめで 
ください。 



♦巧めでお使いになるときは、ストーブ巧のを庙曽にな'油がみたされておりませんので、炎が立ち消えることがあります。この場 
含は、一昼消义して、おえるのを待ってからちラー度点义しでください。 

♦初めでお使いになるときは、耐熱塞料などび焼1なくまで煙と臭いびでます。しばらくの間、あをあけて部屋の換気をおこなって 
ください。 

•ドラフトの関係で炎は多かを化することがありますび異常ではありません。（炎びお燃えなどする場をは、煙突の設舌が態など 
を確認しでください。） 


消乂の手順 

■里化■…困画™^— a —™ 


1.ミを量調節ダイヤルを目盛「消义 J に合わせます。 


SV -102 BST 


SV -102 BS -101 BD 


2.火び消えたことを確かめポットバーナび冷がしでから、 
電源スイッチ「の」を押しでください。 


3.油タンクの送;'由バルブを閉じでください。 




参消义をは必す電源スイッチを巧ってください。 r 入 J のままにしでおきますとしばらくしてヒータランプが点口し、点义ヒータ 



びホ熱したままとなります。 

♦正常運おしない場合は、13ぺージ r 巧障•異常の見分けちと処ち方法 J を参照しでください。 
♦長期間の保舊後、再び設置する場合を「試運転 J のま順にしたがい、試運転をおこなつでください。 


回廃棄するとをの注意 

♦ス I ブを廃案処分するとぎは、定ミ曲面器のな'逆を抜さ取っでください。 

なミをが入ったまま廃棄するとリサイクルの隙に思わめ事故になるおそれがあります。 
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お客様ご相談窓口一覧表 
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